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精神的変化だけでなく物理的・行動的変化を
連想させる一連の英語他動詞群分析
伊藤幸
はじめに
＝精神的変化を連想させる英語他動詞群の意味分析_|では，分析を進めると，
内的世界には穏やかな状態の他に，どの様な状態が外界からもたらされるの
か，が分かるので，快・不`決と大きく，ふたつに分類される感`清の意味場の構
造分析をしていることになる旨，記した。
人間の感情の意味場が，それ程，容易に解明されるわけはないと思いつつ，
測り知れない内的世界のこと，感情は知識鼠に左右されたり，肉体的なことが
精神的に影響することも見て取れ，それだけを切り離すわけにはいかないが，
外的にも現われ，表情や行動に注意することで解明されることもある，とも指
摘した。
言及された語義を吟味してみると，果たして，感情的というよりも理性的で
あったり，精神的というよりも肉体的，否，物理的であったり，更に，表情や
態度を含め，行動に関わるのでは，と思わせるものもある。本稿は，それらを
前面に出して，分散することで，更なる解明を計る。
行動や表情や態度と同様に視覚に訴える「動かすこと及び物理的変化を連想
させる英語動詞群の意味分析」では，受動態を通常の文章構造とするものがあ
ること，比噛的であれ，同種の意味を持つものがあることなどで，これらは一
部，交錯しているように思われる，と指摘したが，その一部が，本稿では明示
され，その導入を果たす。
五感で感受された外界の刺激は内的精神活動に，つまり思考の世界に，感情
の世界に，影響を及ぼして，より直接的には後者に関わるが，その精神的変化
は，精神生理的に，身体内変化をもたらし，更に，反射的に，表`情や態度を含
めた，言語行動や肉体行動として吐露される，という「五感他の精神生理的機
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能を連想させる英語動詞群の意味分析」における図式が，ここでも援用される
ことになる。
言わずもがな，最初に，精神的変化を連想させながらＴ物理的変化』をも生
じさせる意を持つものを，認識的に，どちらが優越するか，’よ問題にせず，言
及し，次に，核心をなす「精神的変化』に関して，最後に，『行動的変化』に
関して，考察を進める。分散することで新たな，つながりと展開を得ることに
なる。
物理的変化
基本的には動きを伴なうので，まずは人間を出発点として，手や足に関して
行なわれることから考え，より複雑な人間活動も加えながら言及して行く(1)。
どの様な精神的変化とつながっているのだろうか。
《物体》手足を動かし物を動かすＭＯＶＥは心も動かす。移動の際
に携えている物を話題にすればＣＡＲＲＹで，行って取って来るFETCHと
共に，心も持ち去る。輸送するＴＲＡＮＳＰＯＲＴは，送り出すＳＥＮＤと共に，
夢の中へ誘う。
携行ではなく，後から追跡するＰＵＲＳＵＥは付き纏って悩ます。後から，に
は関係なく，方向を逸らすＤＩＶＥＲＴは気を紛らせ，逸脱させるＰＥＲＶＥＲＴ
は道を誤らせ倒錯に至る。速度も考慮すると，ＤＡＳＨは突進して希望や計画
を打砕き，ＪＵＭＰはハツと飛び上がらせる。歩く際の踏むことを強調する
ＴＲＥＡＤは，地団太踏むＳＴＡＭＰと共に，感情も押さえつけ，ドシンドシン
歩くＳＴＵＭＰは当惑もさせる。
一方，手の方は，腕を伸ばし，触れるＴＯＵＣＨが心にも，気にも触れる。
ＰＲＥＳＳは押しつけて苦しめ，勢いをつけてのＰＲＯＤは良くも悪くも心を
突つく。勢い余ってＳＴＲＩＫＥは心をも一撃，ＨＩＴは何らかの考えに命中，
ＫＮＯＣＫは心にも衝撃を与える。ＢＥＡＴは続け様に打って理解力をも打破す
る。その勢いを貸りてのＴＨＲＯＷは面喰わせもする。指先でトランプなどを
弾き，引繰返すＦＬＩＰは大喜びさせ，爪弾きを連想させるＦＩＬＬＩＰは奮起さ
せもする。
話を戻して，腕を伸ばし触れ，更に，ベクトルを変えて掴むと，そこまでが
ＲＥＡＣＨで,心をも掴む。一方，しっかり握り，掴み，ひったくる，ＣＬＵＴＣＨ
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ＧＲＩP，ＧＲＡＢは，この順で，関心を捕え，放さず，より強い印象を与える。
犯人など捕えるＡＲＲＥＳＴは人目をも捕える。更にベクトルの方向を変え，
上へ，ＥＬＥＶＡＴＥは刺激してハイに，更にＲＡＩＳＥは持ち上げて唆すことも
含む。下へ，ＤＥＰＲＥＳＳは意気消沈させ，加えて，上下に，あるいは横に引
繰返すＵＰＳＥＴは気も動転させる。
器用な指先は，反復運動を昭示するが，手'11の物を，多方向に加圧し，変形
させる。僥ませ，反らし，捻るＷＡＲＰは心をも歪め，寄り合わす意も持つ
ＴＷＩＳＴは心身共に根けさす。折｢|をつけ，雛〈ちゃにするＣＲＥＡＳＥは心身
をもクタクタにし，それを平らに伸ばすＦＬＡＴＴＥＮは気力もノックアウトし
て伸ばす。包むＷＲＡＰは身も心も包むか。縛り付けるＢＩＮＤは退屈させる。
巻き_上げるＷＩＮＤは，ＳＣＲＥＷと共に，人にもネジを巻き，ＢＡＳＥは，そ
の'人のネジをも緩める。明白な反復連動としてFLUTTERは旗や扇の如
く，人をもバタつかせる。ＳＨＡＫＥは心も揺がし，奮起させもする。ＳＷＡＹ
は決心をグラつかせ傾倒させもする。
反復による活動として，繰返し侵略をするＨＡＲＡＳＳは疲れさせ悩ませる。
略奪を繰返し荒らすＨＡＲＲＹも，長期に渡って包囲するBESIEGEと共に
悩ませるが，ＲＡＶＩＳＨは人や物と共に心も強奪する。そして，国土を荒廃
させるＤＥＶＡＳＴＡＴＥは人を圧倒し挫けさす。ついでながら，これらを撃退
するＲＥPULSEは人をうんざり不快にさせる(2)。
乱すことでは，整然とした髪など鍵れさすＥＮＴＡＮＧＬＥは，頭の中も綾れ
さす。計画や車の流れなど混乱させるＤＥＲＡＮＧＥは，ときに発狂させて，
DISＯＲＤＥＲも心身の調子を狂わせる。メチャメチャ，を強調するＭＵＤＤＬＥ
は泥酔した頭の中を連想させ，水をも濁らせる。
ここまで来ると，整然とした物の代表として特異な水を対象に，少し考えざ
るを得ないか(3)。ＲＵＦＦＬＥは人の髪も心も波立たせ，ＦＲＥＴは健康を波立た
せる程に浸食もしてイライラさせる。水を掻き回し乱すＳＴＩＢＡＧＪＴＡＴＥ
は覚醒・興奮させ，煽動までするが，ＴＯＲＭＥＮＴは，ひどく苦しめる。部屋
や机上をも乱すDISTURB，ＰＥＲＴＵＲＢは当惑させ不安にさせる。波立て，
掻き乱し，濁らせるＴＲＯＵＢＬＥはクヨクヨ悩ますまでも意味する。他方，
濁りを静めるＳＥＴＴＬＥ，表面を滑らかにするＳＭＯＯＴＨ，凪を連想させるで
あろう（ＢＥ)ＣＡＬＭは心をも落着かす。
水の特異性は，物と接した場合に更にハツキリする。物が水を弾くＲＥＰＥＬ
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は心も弾ね返し，吸収するＡＢＳＯＲＢは人の心音をも吸い取り奪う。湿らす
ＤＡＭPEN，ふやかすＳＯＤＤＥＮは気力を湿らせ，無気力にまでさせる。水
に浸し，染み込ますＳＯＡＫ，ＳＴＥＥＰは，しっかり沈めるIMMERSE，たっ
ぷり染み込ますＳＡＴＵＲＡＴＥと共に，頭をも，没しさせる。大波が巻き込む
ＥＮＧＵＬＦも然りであるが，その勢いでＯＶＥＲＷＨＥＬＭは心身共に圧倒し，
ＤＲＯＷＮは心配や悲しみなども溺れさす。ついでながらＳＷＡＬＬＯＷは泣き
笑いや，怒りまでも飲み込む(4)。
「うねり」が水面を艦上がらせたり，広い意で，物を膨張させるＳＷＥＬＬは
得意・尊大がらす。一方，ダブつく程に脹らますＢＬＯＡＴは慢心・増長させ
る。風船など大きく脹らますINFLATEも然りだが，萎ませるＤＥＦＬＡＴＥ
は自惚れだけでなく，元気や希望までも萎ませる。
物体の膨張に鑑みて，温度の上昇を考える前に，下げて，凍らすFREEZE，
冷やすＣＨＩＬＬ，冷ますＣＯＯＬは心にも適用され，上げて，温めるＷＡＲＭ，
熱するＨＥＡＴも然叺活気づけ，激昂までさせる。これらを熱調理法として
見れば，更に，ＳＴＥＷはトロトロ弱火で気を操ませ，ＳＴＥＡＭは頭から湯気
を立たせ，ＳＥＡＲは表面だけ焼いて，麻捧させる(5)。ＢＵＲＮは心も焦がし，
燃え立たせもする。ついでにＦＩＲＥ，（ＥＮ)ＫＩＮＤＬｎｌＮＦＬＡＭＥは心にも
火を点け，焚きつけ，燃え上がらせ，煽る。点火するＬＩＧＨＴは心も顔も明
かるくする。他方，ＱＵＥＮＣＨは希望の火や明かりも消すが，熱を持つ心身
の喝きも消し，癒す。
明かるくすべ〈電化・帯電させるＥＬＥＣＴＲＩＦＹは，感電させるＳＨＯＣＫ
と共に，心にも電撃を与える。磁化・帯磁させるＭＡＧＮＥＴＩＺＥは磁力を含
めた引力を連想させるＡＴＴＲＡＣＴと共に，人の気も引きつける。対立する
ＤＩＳＴＲＡＣＴは気を逸らせ，紛らせ，ときに度を越して，狂わせる。
これらのエネルギーを与えるＥＮＥＲＧＩＺＥは人にも精力を与える。他方，
物を使用するUSE，金銭や時間を費やすＳＰＥＮＤは精力も使わせ疲労させる
ことを暗示する。ＷＡＳＴｍＥＸＨＡＵＳＴも精力を浪費，枯渇させ，心身共に
露れさす。ついでながら，衣服など着用するＷＥＡＲは擦り切らす意も含み，
心身を擦り切らせ疲れさす。これらは最早，この後に記すべきであろうか。
《肉体》物理的変化なのに，五感を通過することで精神的変化を生じ
させ，両者は文字通り，つながっていると思わせる状況が，既に，いくつか
あったが，ここでは専ら，それらに言及して行く。物理的変化としては，動き
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に変わって，むしろ損傷を考える。
話を戻して，腕を伸ばし，軽く触れてのＴＩＣＫＬＥは虚栄心までも櫟り，
ＴＩＴＩＬＬＡＴＥは五感や興味も櫟る。撫でるＳＴＲＯＫＥは宥め，擦るＲＵＢは
神経を逆撫でする。度を越すと擦り剥き，ＧＡＬＬは苛立たせ，ＣＨＡＦＥは上
リヒリ悩ませる。ＡＢＲＡＤＥはﾈ''1経までも擦り減らす。更に，通常は肉体を
対象としない砥石で，擦って研ぐＷＨＥＴは食欲を含め興味をそそるが，荒目
ヤスリでのＲＡＳＰは，軌らすＪＡＲと共に神経や感情を傷つけ，下し金での
ＧＲＡＴＥも感情を害し，摺り潰す意まで持つＧＲＩＮＤは心まで軌らす。
これらと「刺す」のとでは，どちらの方が損傷が大きいだろうか。針での
NEEDLE，刺草でのNETTLEも苛立たせる。ＰＲＩＣＫは良心をチクチクと，
ＳＴＩＮＧは自尊心をもズキズキと捲かせ，ＳＴＡＢは身も心も突き刺す。ついで
ながら，ＴＷＩＮＧＩＺはキリキリと心身共に苦痛を与える(6)。苦痛や感動を身体
に突き通すのはＰＩＥＲＣＥ，突き刺し張りつけるＳＴＩＣＫは立往生させる。釘
づけするＴＲＡＮＳＦＩＸは立ち疎ませる。
擦り剥いたり，突き刺すのと同程度，あるいは，それ以上のＢＲＵＩＳＥは感
情も打撲させる。押し潰すＣＲＵＳＨ，打砕くＳＨＡＴＴＥＲ，更に，一気に潰す
ＳＭＡＳＨは，骨折を連想させるＢＲＥＡＫと共に，人をも圧倒する。鱸割れ，
それも，音を連想させるＣＲＡＣＫは悲しみで狂わせる。特に，表面に細かい
艫を入れるＣＲＡＺＥは狂わした挙句，ときには熱中させる。骨折させる程に
大喜びさせるのはＦＲＡＣＴＵＲＥである。
やはり同程度の挟む力によって,指で抓り，潰すＰＩＮＣＨは人を苦しめる(7)。
犬が噛み，虫が刺し，蟹が挟むＢＩＴＥは怒らせ，鼠が翻るＧＮＡＷは心労さ
せ，動物が噛んで振り回すＷＯＲＲＹはクヨクヨせがむ様に悩ます。引き裂
き，ちぎるＴＥＡＲは髪を掻き毛る程に苦しめ，より強烈なＲＥＮＤは心を掻
き乱し，ＲＩＶＥは心を張り裂き，筆り椀ぐ゜
以上の多くの肉体的損傷は，それらしい精神的変化とつながっているが，両
者が同時，あるいは共通的であるのは，傷つけるＩＮＪＵＲＥである。その傷を
ＷＯＵＮＤが，痛みをＰＡＩＮが，害することをＨＡＲＭが強調し，加えて，
ＨＵＲＴは軽傷を暗示する。明確に，心身共に苦痛を与えるのはＡＮＧＵＩＳＨ，
苦悶させるのはAGONIZE，苦悩困懲させるのはDISTRESSである。これ
らを負わせることを強調するのがＩＮＦＬＩＣＴ，責めさいなむのはAFFLICT，
虐げるのがＡＧＧＲＩＥＶＥであろう。
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結果として，肉体に大いに影響を及ぼすことになれば，感動させる意も持つ
ＡＦＦECTが適用される。気力を奪うＥＮＥＲＶＡＴＥが介入して，嚢れさすの
がＥＭＡＣＩＡＴＥで，水などでフヤケさせる意も持つＭＡＣＥＲＡＴＥもここに
加えられ得る。結局は，弱らせるＤＥＢＩＬＩＴＡＴＢ，ＥＮＦＥＥＢＬＥが適用され
るか。
日常生活では，以上の様な心身の損傷よりもむしろ，前述の精力を使わせて
心身を疲れさすことの方が多い。一般的にはＴＩＲＥが適用されるが，うんざ
りさせる意も持つ。ＷＥＡＲＹは更に，そのことでイライラさせる。ヘトヘト
にするのはＦＡＧ，それも神経を擦り減らしてはＦＲＡＺＺＬＥ，遣り過ぎてな
らＯＶＥＲＤＯである。そんなこんなで弱らせるのがＦＡＴＩＧＵＥ，打ち拉ぎ弱
らせるのはＰＲＯＳＴＲＡＴＥである。
溜ったストレスは五感に，自律神経に，精神物理的反応を引き起こす(8)。つ
いでながら，感情を含め五感を犯すのはOFFＥＮＤ，心身共に試すのはＴＲＹ
である。ときに目まいを起こさせ，足や舌まで鍵れさせ，嘔吐や，呼吸困難も
廟すか。更に，神経を麻蝉させ，痙酸を起こさせ，卒倒にまで至るか。手足を
麻癖させるＰＡＲＡＬＹＺＥは，気絶させるＳＴＵＮと共に莊然とさせる。
他方，元気づけるのはＩＮＶＩＧＯＲＡＴＥ，（ＥＮ)ＬＩＶＥＮ，ＰＥＰである。同
じくＣＯＭＦＯＲＴは身体の部分的痛みをも和らげ，獅薬を貼るＳＡＬＶＥは心
痛をも和らげる｡心身を癒すのはＨＥＡＬ,一時的に和らげるのはＰＡＬＬＩＡＴＥ
である。広く，不快から解放するのはＲＥＬＩＥＶＥであろう。
瞬時は，息を吸い込むINSPIREでも生気を吹き込むが，心身共に寛がせ
るＲＥＬＡＸ，横になることを強調するＬＩＥ，睡眠を含めて休息を取るREST，
ＲＥＰＯＳＥが必要であろう。鋭気を養わせるＲＥＣＲＢＡＴＥ，飲食物を取らせ
て生きL|ききとさせるＲＥＦＲＥＳＨ，おいしい物で元気回復させるＲＥＧＡＬＥも
挙げざるを得ない(9)。特に飲食物摂取は有効で，因みに食物を与えるＦＥＥＤ
は耳目をも楽しませる。
食欲は欲望のひとつ，感情と並記され，空腹と共に鳴きであると解釈され得
るか。平和にするＰＡＣＩＦＹ，宥和するＡＰＰＥＡＳＥは食欲や空腹を，更に，
鳴きや感情を癒す。食欲と共に，不快な激情を鎮静させるのはＡＳＳＵＡＧＥ，
不安や疑いまで静めるのはＡＬＬＡＹである。そしてＳＡＴＥ，ＳＡＴＩＡＴＥ，
ＧＬＵＴ，ＳＵＲＦＥＩＴは，この順で，腹具合と精神状態を共に満たし，飽き飽
きまでさせる。
Hosei University Repository
123 
こうなれば生き返らせ得るか。文字通りのＲＥＶＩＶＥは元気づける意も持
つ。回復させるＲＥＣＯＶＥＲ，ＲＥＣＵＰＥＲＡＴＥ，復活させるRESTORE，
再生させるＲＥＮＥＷも挙げておこう。眠りから目覚めさすＡＷＡＫＥ(Ｎ)，
ＷＡＫＥ(Ｎ)，（Ａ)ＲＯＵＳＥは感情や関心をも目覚ます。喚起ということでは
ＥＶＯＫＥも加えておこう。ＲＥＮＯＶＡＴＥは活気づけ，ＡＣＴＩＶＡＴＥは活‘性
化する。
肉体が目覚めれば精神も目覚め，神経を緊張させれば，筋肉が締まり顔も引
き締まる。精神が緩めば，その反対，長期に及べば太り出す。筋肉を伸縮させ
て心身を寛がせ，しなやかに鍛えると，「健全な肉体には健全な精神が宿る」
という精神と肉体の一致を見ることになるのだろうか。
ところで，精神と肉体ではなくて，五感と行動が，条件反射か本能の様につ
ながっていると思わせる状況がある。蛇が蛙を疎ませるが如く，人をウットリ
させるのはFASCINATE，蛇使いが蛇に魔法か呪文を掛けるが如く，人を魅
了するのはＣＨＡＲＭ，ＥＮＣＨＡＮＴ，（ＢＥ)ＷＩＴＣＨである。これらは催眠術
を掛け，行動的変化を生じさせる様に近似していないだろうか。
精神的変化
分散することで解明を計るにしても，どこまでを「精神的変化』に止どめる
かが問題であり，更に，いわゆる噛情に関わる《`情緒》と，残る《理性》とを
識別するのは，尚且つ難かしい。一応，前者は縮小されるが，後者は，ここで
ないと体系づけ難いものが多く，縮小されない。
《情緒》感情的になるとか，興奮するとか言うと，恐らく，怒り狂っ
て大声で怒鳴っている様を思い浮かべる。一般的に，怒らせるのはＡＮＧＥＲ
である。激昂させるのはＩＮＦＵＲＩＡＴＥ，燃える様にはINCENSE，憤怒させ
るのはＥＮＲＡＧＥである。ＥＸＡＳＰＥＲＡＴＥも挙げられるが，むしろ感情を激
化させることか。もっとハッキリと狂わんばかりがＦＲＩ２ＮＺＹで，ＭＡＤＤＥＮ
は正に狂わすことも意味する。相手を侮辱して怒らすのはＯＵＴＲＡＧＥで，
更にＰＩＱＵＥは，そのことで何らかの行動を取らせしめる。苛立たせるのは
ＰＥＩＷＥ，ジラすのはＴＡＮＴＡＬＩＺＢ，炎症を起こさせる如くはＩＲＲＩＴＡＴＥ
である。それが悩ます程だとＡＮＮＯＹ，より程度が強いとＶＥＸで，更に，
うるさがらす程だとＢＯＴＨＥＲである。
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大声を出させて，興瀦の度合いが良く分かるのは，ときに恐怖感も加わる
ＴＨＲＩＬＬでもある。恐怖感は，その突然さにもよるが，突然に脅えさすのは
ＦＲＩＧＨＴＥＮであろう。相手が元々ビクビクしていることを暗示するのが
SCAＲＥ，危険が近いことで警戒心を起こさせるのはＡＬＡＲＭ，度を失わせ
る程であればＡＰＰＡＬ(Ｌ）である。ＴＥＲＲＩＦＹも胆を潰させるが，何らかの
行動を取らせることにもなるか。呆れさす意も持つＨＯＲＲＩＦＹには嫌悪感も
漂う。
心を奪うことも大声を_上げさせ得るか。熱狂させるのはＥＮＴＨＵＳＥ，高揚
するのはＥＸＨＩＬＡＲＡＴＥ，得意がらすのはＥＬＡＴＥ，ＥＸＡＬＴである。夢
中にさせるのはＥＮＧROSS，有頂天にさせるのはＥＮＲＡＰＴＵＲＥ更に
ＥＮＲＡＶＩＳＨで，ＥＮＡＭＯＲは魅了する意が強いか。虜にする程ならＥＮ‐
ＴＨＲＡＬ(Ｌ）であり，ＣＡＰＴＩＶＡＴＥも挙げておこう。悩惚とさせ，ときに
失神させるのはＥＮＴＲＡＮＣＥで，夢遊させるのはＩＮＦＡＴＵＡＴＥであろう。
続けて，,快い感情を抱かせることを考えると，大喜びさせるＤＥＬＩＧＨＴ，
満足させる意の強いＰＬＥＡＳＥが挙げられるが，共に耳目を楽しませることも
含む。ＡＭＵＺＥは気lli1iらし，慰めを暗示し，ＲＥＪＯＩＣＥは，嬉しがらすこと
になる。何らかの考慮を働かせて楽しませるのがＥＮＴＥＲＴＡＩＮである。
他方，不快な感情を抱かせることでは，既述した「怒らす＿と￣脅えさす」
の，ほぼ中間の様な￣無念がらす＿が挙げられるか。なかでもＭＯＲＴＩＦＹは
屈辱感を与えて悔しがらせ，ＩＩＵＭＩＬＩＡＴＥは屈辱感と恥かしさを与える。悔
しがらせて，恥かしがらすのはＣＨＡＧＲＩＮであろうか。侮辱して恥かしめる
のはＩＮＳＵＬＴ，ＡＦＦＲＯＮＴである。
無念を越えて，不満を抱かせ不機嫌にさせるのはDISCONTENT，ＤＩＳ
ＳＡＴＩＳＦＹで，DISＰＬＥＡＳＥはイライラさせ，更に，うんざりさせるのは
ＩＲＫである。胸をムカムカさせ，吐き気まで催させればＤＩＳＧＵＳＴであり，
ＲＥＶＯＬＴも加えられ得る。まだ，気力は充分に残っているのだろう。
うんざりさせ，退屈までさせればＢＯＲＥ，そのことで気力を失わせれば
ＵＮＮＥＲＶＥ，がっかりさせればＤＩＳＨＥＡＲＴＥＮ，ＤＩＳＣＯＵＲＡＧＥである。
更に，意気消沈させるのはDEJECT，侘しく惨めにさせるのはDESOLATE，
悲嘆に暮れさすのはＧＲＩＥＶＥであろうか。
《理性》理Ｉ性を感情から引離すことの困難さは，繰返し記さざるを得
ない。頭をポンヤリさせるＢＬＵＮＴは感受性や想像力を弱める。頭を滕朧と
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させ，判断力を鈍らすのはＯＢＦＵＳＣＡＴＥである。ポンヤリさせ困惑させる
だけでなく，心を奪い，物思いに耽らせるのはＢＥＭＵＳＥである。
酩酊して現われ出る笑い｣1戸に泣き上戸，はたまた怒り上戸は，いつも感情
を理性が押さえている証拠であろうか。感情だけでなく行動まで抑えるのが
RESTＲＡＩＮで，更に物理的な振動まで抑えるのがＳＵＰＰＲＥＳＳで，更に痛
みや自然まで抑えるのがＳＵＢＤＵＥである。コルクの栓をするＣＯＲＫ，歩道
の縁石を敷くＣＵＲＢも感情を抑える。CONTROL，ＣＨＥＣＫも挙げておこ
う。精神分析的に，抑圧するのはREPRESSである。
それでも激`情は吐露され，それを弱めるのも理性であろうか。宥めるのは
ＰＬＡＣＡＴｕＰＲＯＰＩＴＩＡＴＥ，慰めるのはＳＯＬＡＣＥ，ＣＯＮＳＯＬＥ，宥め慰
めるのはMOLLIFYで，水盤作用を緩衝する意を持つＡＬＬＥＶＩＡＴＥも加え
られ得る。ＳＯＯＴＨＥは機嫌を取るまでも含むか。鎮静するのはＳＥＤＡＴＥ，
静けさを強調するのはＴＲＡＮＱＵＩＬＩＺＥで，ＱＵＥＬＬは抑圧することも含む。
ＣＯＮＣＩＬＩＡＴＥは懐柔し，ＭＩＴＩＧＡＴＥは性格まで温和にすることを暗示
する。
更に，魔法や呪文によってが如く，惑わされた場合も，それを解くのは理性
であろう。特に，魔法を解くのはDISENCllANT，幻想を捨て去らせるのは
DISＩＬＬＵＳＩＯＮ，迷いから覚まさせるのはＤＩＳＡＢＵＳＥである。結果として
幻滅を感じさせることにもなり，その意も，それぞれは持つ。
これらは反復して理性に訴えて，啓蒙して，教化することを伴なうか。まず
は，物理的に明かるく照らす様にＩＬＬＵＭＩＮＡＴＥ，水分を染み込ます様に
ＩＭＢＵｍｌＭＰＲＥＧＮＡＴＩＤ，点滴をする様にINSTILL，更に，血で染める
様にＩＭＢＲＵＥ，煎じ出す様にINFＵＳＥなどが適用されるが，ときには何ら
かの感情も吹き込む。更に，繰返し教えることを強調して，植えつけるのは
ＩＮＣＵＬＣＡＴＢＩＮＤＯＣＴＲＩＮＡＴＥ，予防接種する如くはＩＮＯＣＵＬＡＴＥ，
徐々に染み込ますのはＩＮＳＩＮＵＡＴＥである。これらはときにＢＲＡＩＮＷＡＳＨ
とも表現されるだろうか｡o)。
結果，興味を持たせることになればＩＮＴＥＲＥＳＴ，陰謀まで企てさせる程
にならＩＮＴＲＩＧＵＥであろう。理性だけが対象ではないが，満足させるのは
CONTENT，充足するのがＳＡＴＩＳＦＹ，むしろＧＲＡＴＩＦＹは喜ばせること
か。物を決めるには勇気も必要だが，更に，知識があればどうであろう。物事
を決心させるのはＤＥＣＩＤＥ，より断固としてはＤＥＴＥＲＭＩＮＥである。
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感情は理性が抑えて弱めるが，その理性が，ここで誤まると元の木阿彌，あ
るだけ厄介で，放って置いても動き出す。日々，人々は一瞬たりとも予測，予
想しながらで，それに反すると驚かされもする(u)。一般的に，ことが突然で仰
天させるのはＳＵＲＰＲＩＳＥ，「こんなことが！」であればASTONISH，驚異
的であればASTOUNDで，ＡＭＡＺＥは驚嘆させる。ＳＴＡＲＴＬＥも，この仲
間であるが，ビックリした後の行動的変化を連想させるか。
想像以上の，説明がつかない事が起きて，困惑させるのはＰＥＲPLEX，頭
を混乱させるのはCONFUSE，それが忌ま忌ましい程だとＣＯＮＦＯＵＮＤで
ある。荒野にひとり佇むが如く途方に暮れさせるのはＢＥＷＩＬＤＥＲ，霧の中
の如くならＦＯＧ，迷路の中の如くならＭＡＺＥ，方向感覚を失った如くなら
DISORIENTであろう。ＰＵＺＺＬＥは煩わし悩ますことになる。
慌てさせ狼狽させる状況は，其処此所に見い出される。不驍な質問でなら
ＨＥＣＫＬＥで，FLUSTERは泥酔している状況を暗示する。飛ばされそうな
突風が吹いた如くはＦＬＵＲＲＹである('2)。落着きを乱させることを強調する
のがDISCONCERT，UNSETTLnDISCOMPOSEで，ドキマギ状態を
強調するのがＮＯＮＰＬＵＳで，ＦＡＺＥは自信さえもなくさせ上ルませる。最
早，行動的変化を暗示，否，意味していないだろうか。
行動的変化
精神的変化を生じさせる意だけに止どまる場合もあるが，行動的変化を暗示
し，実際に，思考や性向，態度等を含む行動的変化を生じさせる意を持つもの
もある。精神的変化即，行動的変化とはならなくても，そして，条件反射な
らイザ知らず，大凡，人の行動には，その人の１情緒や理性が伴なう。
《傾向》五体満足で五感も正常，肉体的にも精神的にも健全で，豊か
な感性と，然るべき理性を持っていれば，人は，ジッとしていられないけれ
ど，ソワソワ，ヤキモキさせるのはＦＩＤＧＢＴ，気を操ませて大騒ぎさせるの
はＦＵＳＳである。大凡，そんな時，注意を喚起して落着かせるのはＨＵＳＨ，
更に，文字通りのSILENCE，ＱＵＩＥＴである。態度や表`情を整え，心を静め
るCOMPOＳＥも挙げざるを得ない。
そして一時的に鎮まっても，持続はしない。そんな時，そのまま放任するの
はＬＥＡＶＥ，何らかの権威を以って許すのがＰＥＲＭＩＴである。ＡＬＬＯＷは
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何らかの考慮が働いて許すことを暗示する。ＬＥＴは，とにかく「させること
を強調し，ここにはＰＵＴ，ＳＥＴ，ＢＲＩＮＧＬＥＡＤも加えられ得るか。
更に，積極的に関わり，専念させるのがＰＲＥＯＣＣＵＰＹ，中毒する程に没
頭させ耽させるのがＡＤＤICT，道楽として満足する程，気侭にさせるのが
ＩＮＤＵＬＧＥであろう。それ程までに甘やかすのはＰＡＭＰＢＲで，物を掠奪し
ても満足しない程までに甘やかすのはＳＰＯＩＬで，腐らす意も持つ。結果的に
は堕落させ，腐らすＤＥＣＡＹや，より広い意で賄賂を連想させるＣＯＲＲＵＰＴ
が適用される。ＤＥＢＡＵＣＨは放蕩によることを暗示し，ＤＥＧＲＡＤＥは品格
や位階を下げることになることを暗示している。
ところが世の中，そちら方向ばかりには向かないで，誰かが何かが思い止ど
まらせる。説得してならＤＩＳＳＵＡＤＥ，嫌気を起こさせてならDISINCLINE，
自信をなくさせてならＤＩＳＣＯＵＲＡＧＥであろう。一般的に，社会性に訴え
て抑制するのはINlllBITで，ＦＯＲＢＩＤは私的な理由によるか。
その他，妨げる状況は多々ある。事前に妨げるのはＰＲＥＶＥＮＴ，制約して
ならＨＡＭＰＥＲで，更に，進行を妨げるのはＨＩＮＤＥＲ，機能を乱してなら
ＩＭＰＥＤＥであろうか。全般的に抑制してならＤＥＴＥＲ，場所を塞いでなら
ＥＮＣＵＭＢＥＲであろう。ＯＢＳＴＲＵＣＴは，むしろスポーツ競技での進行妨
害を連想させる。
更に，精神的変化と行動的変化を同時に起こさせて妨げていると考えられる
状況もあるか。狼狽させてのＥＭＢＡＲＲＡＳＳ，困惑させてのＤＩＳＣＯＭＦＩＴ，
マゴつかせてのＢＡＦＦＬＥ，尻込みさせてのＢＡＬＫ，更に，卒倒させての
ＣＯＬＬＡＰＳＥ，失望落胆させてのＤＩＳＡＰＰＯＩＮＴなども挙げられる。挫折さ
せてのＦＲＵＳＴＲＡＴＥは更に，欲求不満に陥れることになる。
そんなこんなとの遭遇は，人をして一時的に，あるいは性格とまで呼ばれる
程に，味付けすることになる。苦々しく，敵意を募らせるのはＥＭＢＩＴＴＥＲ，
不愉Ｗこさせ，ヒネくれさせるのはＳＯＵＲ，楽しく，且つ，心優しくさせる
のはＳＷＥＥＴＥＮである。
《促進》一般的傾向としては，人々の行動の抑制と否定的状況を考え
ざるを得なかったが，ここでは，あることをしない様に「させる」も含めて，
あることをする様に「させる」を考える。
まずは，相手の意志を重んじ，穏やかに理性に訴える場合から考えてみる。
納得・確信させてがＣＯＮＶＩＮＣＥ，説得してがＰＥＲＳＵＡＤＥ，誘導して，そ
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の気にさせてがＩＮＤＵＣＥであろう。気持だけでなく，好みまで傾かせてが
INCLINE，気質まで向く様に配してがDISPOSEである。
その気にさせるには欺いて，の場合もあり得る。ＬＩＢは嘘をつくことで強
い意を持つ。真実を知らせないで誤解させてがＤＥＣＥＩＶＥ，特に自分のため
に欺き鵜してがCIIＥＡＴ，出鱈目な誤魔化しをしてはＩＩＵＭＢＵＧであろう。
甘言など弄して巧み|こがＣＯＡＸ，上手く誘い込むのがＩＮＶＥＩＧＬＥではない
だろうか。
どの道，良い意味には解釈されない￣させる」もある。文字通り罠に掛けて
がＳＮＡＲＥ，その結果，困難に陥れるのがＥＮＴＲＡＰである。属でも手管を
使ってがWILE，囮を使ってが（ＡＬ)ＬＵＲＥ，１２１い話を餌にがＥＮＴＩＣＥで
あろう。更に，誘惑して，その気にさせてがＴＥＭＰＴで，特に女性に対して
はＳＥＤＵＣＥが適用される。唆し煽動するのがINSTIGATE，むしろ，教唆
すると言えるのがＡＢＥＴである。
理性は感情に，感情は理性に働き掛け相乗効果を生み，最早，感情に訴え
ていると解釈した万が良い状況もある。勇気を与え大胆にさせてならＥＭ‐
ＢＯＬＤＥＮ，元気づけ励ましてならＥＮＣＯＵＲＡＧＥ，そこで，けしかけるの
がＥＧＧであろう。広く，刺激を与えてはＳＴＩＭＵＬＡＴＥであるが，やはり
励ます意が強いか。ＰＲＯＭＰＴも然りだが，ＰＲＯＶＯＫＥは，むしろ怒らせて
である。更にＥＸＣＩＴＥは輿癒させてで，ＩＮＣＩＴＥは煽動する意が強い。
大凡，人の行動には理性や感情が介入するが，その前後の問題を考えると，
誘因や動機づけを強調するのがＭＯＴＩＶＡＴＥであり，ＡＣＴＵＡＴＥも挙げて
おこう。原因を強調するのがＣＡＵＳＥである。そして，その行動を可能にす
べ<，能力を与えることを強調するのがＥＮＡＢＬＥで，更に，権利や権限の
付与をも暗示するのがＥＭＰＯＷＥＲである。
理性に訴えようと，１謹情に訴えようと，実際に行動に移す段には，不承不承
の場合もあり得る。そこで，せつつくのはＵＲＧＥである。急き立てて早めるの
はＨＡＳTEN，ＨＵＲＲＹである。活気づけ，生き返らす意も持つＱＵＩＣＫＥＮ
もここに加えられ得る。
物理的に後から押して急かせるのはＰＵＳｌｌであり，既出のＰＲＥＳＳも加え
られ得るか。移動させる趣を持つＨＵＳＴＬＥや，今なら車を連想させるが，
動物を追い立てるＤＲＩＶＥも適用される。ついでながら，動物を連想させ
る突き棒を突いての００Ａ、，鞭を打ちつけてのＬＡＳＨ，拍車を掛けての
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SＰＵＲも挙げておこう。飢えさせてのＳＴＡＲＶＥも挙げて良いか。
ここまで来ると相手の意志には関係なく，無理矢理の感もある。それを強調
するのがＦＯＲＣＥであり，ＣＯＥＲＣＥも挙げられるが少し意味が弱いか。
押し込めるＣＯＮＳＴＲＡＩＮも加えられ得る。屈服させることを暗示するのが
ＣＯＭＰＥＬ，無理矢IU1でも促しながらがＩＭＰｌ２Ｌであろう。余儀なくさせるの
は，感謝させる意を持つＯＢＬＩＧＥであるが，後で感謝することになるとでも
いうのだろうか。
その他に，脅かして恐がらせて，も加えられ得るか。人声で威かしてなら
BLUSTER，同じく，息荒<はllUFF，はったりで威嚇してならＢＬＵＦＦ，
威張ってならＳＷＡＧＧＥＲ，塾めっ面でならＦＲＯＷＮである。ＢＵＬＬＤＯＺＥ
は｢踏み潰すゾ」と威してであろうか。総括的にはＴＨＲＥＡＴＥＮが挙げられ，
ＩＮＴＩＭＩＤＡＴＥは,むしろ恐がらせる意が強いか。どの道,思う様に「させる」
のであろう('3)。
しかし，脅かしてもＤＡＵＮＴ，DISＭＡＹの様に，ヒルませたり，ウロた
えさせたのでは，窮地に陥れたもliTl然である(''１。泥沼に朕らせてがＳＷＡＭＰ，
ＭＩＲＥ，ＢＯＯ，部屋などの角に追い詰めてがＣＯＲＮＥＲ，更に，良に陥れて
がＥＮＭＥＳＨである。ついには零落れさせることを暗示するのがＲＥＤＵＣＥ
であろう。どの道であれ，誤った方向へ先導するのはＭＩＳＬＥＡＤである。そ
れでも人は，その状況に，環境に，＿上手くｌＩｌＨ応して行く。械極的に適応するの
はＡＤＡＰＴ，むしろ微調整を暗示するのがＡＤＪＵＳＴである。
《注》
この導入にlIUしては，「はじめに』記した「動かすこと及び物理的変化を」は
言うまでもなく，「口・手・足から連想される英語動詞群の意味分析_「動くこ
とを連想させる英語動詞群の趣味分析」も見られたい。
ついでながら，ＤｌＳＡＲＭは心の武装も解除するし，ＤＩＳＢＣＲＤＥＮは心の荷
物や心の武装をも肩から降ろさせ，外させる。
水は流動体の代表として，また，この後にlidされる空文(，熱，火，ＩＵ１かり等も
含め「液体及び気体から連想される英語動詞群の意味分析」に詳しい。
ＳＷＡＬＬＯＷは本来，ｒ[Ｌｊを，あるいは飲食物を連想させる。
熱調理法に関しては「ＣＵＬＩＮＡＲＹＤＯＭＡＩＮの構造分析一が詳しい。
FはじめにＩ犯した￣五感他の」において，了具体的な触覚を引き起こす」意の
表現がある旨，指摘したが，｜操る」から始まる記述の底流には，それがあり，
ＴＷＩＮＧＥは「刺す＿様にﾘiWいということで敢えて記した。
挟む力に引く力も加わるか。ここまでは，対象物に対して，平行に近い押す力
が，あるいは，鋭利な物で，を含めたＩＩＴﾉｩに近い押す力が関わっている。
(１） 
１
Ｊ
 
２
３
 
！
く
（４） 
（５） 
(６） 
(７） 
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（８）この精神物理的反応は，この後の休息と睡眠，その先の，目覚めた後の筋肉鍛
錬と共に，『はじめに』記した「五感他の」と重複するので略述しておく。
（９）ついでながら，飲酒で元気になる人もいるし，酩酊に関する言及も何度かある
ので追記しておく。酒で酔わせるＩＮＥＢＲＩＡＴＥ，麻薬を含めてのINTOX1‐
ＣＡＴＥは精神をも酢わせ有頂天にさせるが，酔いを覚まさせるＳＯＢＥＲは心
をも落着かせる。
(10）これらの「ここでないと体系づけ難いもの」は，’1ＥＡＣＨ，ＩＮＦＯＲＭなど，
「ＫＮＯＷ及びＴＨＩＮＫに集束する意味場の柵造分析」へとつながって行くこ
とは言うまでもない。
(11）既述した通り，ときには恐怖感も抱かせる。更に，笑いも誘うか。
(12）人面魚や人面犬ならぬ，ギリシャネ111話のパンが現われ出允かの如くのＰＡＮＩＣ
も，ときに歓喜させる意も持つが，ここに加えられ得るか。
(13）既述したＦＲＩＧＨＥＮ，ＳＣＡＲＥ，ＴＥＲＲＩＦＹ，ＳＵＲＰＲＩＳＥなども，ここに，
記すべきであろうか。ついでながら，単に，威し脅えさせるだけならＣＯＷを
挙げておこう。
(14）それが意図なら,何をか言わんや,である。一般的《傾向》と対立する肯定的，
建設的な状況ばかりではないことは，既に￣欺いて」￣塵に掛けて」で記され
ている。
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